
高
橋
市
長
の
未
来
を
拓
く

力
強
い
予
算
を
高
評
価

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

鈴
木
え
つ
お

改
善
さ
れ
た
財
政
の
も
と
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
評
価

市
民
生
活
第
一
、参
加
と
協
働
、

平
和
守
る
市
政
へ

財
政
規
律
を
守
り

狛
江
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

反対消
費
税
8
％
増
税
と
貧
困
と
格
差
の
広
が
り
の
中
、

市
民
生
活
を
守
る
施
策
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
予

算
に
あ
る
保
育
園
の
増
設
や
第
三
特
養
ホ
ー
ム
開
設

な
ど
評
価
す
る
が
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
実
態
調

査
や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
家
賃
補
助
制
度
、
就
学
援

助
制
度
の
拡
充
や
低
所
得
者
へ
の
介
護
保
険
利
用
料

の
軽
減
制
度
な
ど
は
予
算
化
さ
れ
ず
、
徴
税
行
政
で

は
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
滞
納
者
か
ら
相
談
を
受

け
市
に
電
話
し
た
私
の
行
為
に
市
長
が
不
当
な
抗
議

文
を
出
し
た
り
、
国
税
徴
収
法
の
ル
ー
ル
に
反
し
て
、

預
金
口
座
に
入
っ
た
給
与
等
を
全
額
差
し
押
さ
え
る

な
ど
市
民
の
生
存
権
を
脅
か
し
て
い
る
。
都
立
公
園

化
問
題
で
は
、
住
民
の
合
意
を
と
る
と
い
う
昨
年
9

月
の
市
長
答
弁
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
市
平
和
都
市

宣
言
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
安
保
法
制
に
市
長
は
反

対
表
明
を
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
根
本
か
ら
た
だ

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
本
予
算
に
反
対
す
る
。

狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

山
本
暁
子

保
育
行
政
で
は
事
業
者
間
の
関
係
の
構
築
に
よ
り

課
題
の
共
有
や
解
決
を
図
り
保
育
の
質
の
担
保
が
重

要
だ
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
は
横
断
的

な
連
携
に
よ
り
市
内
の
活
動
や
人
材
の
活
用
を
求
め

る
。
市
全
体
の
緑
の
保
全
と
し
て
農
地
や
樹
林
地
の

計
画
的
配
置
を
進
め
よ
。
八
幡
通
り
は
地
域
住
民
と

の
協
働
を
経
て
計
画
策
定
に
入
っ
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
都
の
都
市
計
画
道
路
で
あ
っ
て
も
狛
江
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
で
計
画
を
検
証
す
べ
き
。
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
運
用
と
情
報
開
示
の
条
件
を
市
民
に
知

ら
せ
る
こ
と
。
狛
江
駅
南
口
駐
輪
施
設
の
現
状
改
善

と
拡
充
を
要
望
す
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
多
様
性
を
認

め
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
具
体
的
な
取
り
組
み
が

必
要
。
ひ
き
こ
も
り
な
ど
課
題
を
抱
え
た
若
者
と
家
族

へ
の
支
援
と
そ
の
周
知
を
求
め
る
。
常
設
型
プ
レ
ー
パ
ー

ク
の
経
験
と
実
績
を
今
後
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
以
上
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

財
政
規
律
遵
守
と
市
民
要
望
の

確
実
な
実
現
を
評
価

無
会
派

三
宅

眞

少
子
高
齢
社
会
の
流
れ
で
一
般
会
計
2
6
5
億
円

の
半
分
を
占
め
る
民
生
費
に
関
し
、
近
年
の
極
端
な

人
口
増
加
、
子
育
て
世
代
増
加
を
鑑
み
た
め
り
張
り

あ
る
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
デ
ー
タ
に
基

づ
き
検
証
し
た
。
本
予
算
に
お
い
て
は
、
顕
在
化
し

て
い
る
「
待
機
児
童
問
題
」
解
消
の
た
め
、
児
童
福

祉
費
の
直
近
平
成
26
年
度
決
算
と
平
成

26

28
年
度
予
算

で
の
差
分
が
、9
億
5
千
万
円
、
20
・
4
％
増
と
特
筆

す
べ
き
水
準
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
前
市
政
時
代
に

は
公
設
保
育
園
へ
の
極
端
な
偏
重
に
よ
り
、
保
育
園

に
関
し
て
①
定
数
が
類
似
他
市
と
比
較
し
て
少
な
い

②
運
営
経
費
の
市
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
③
市
職
員

構
成
の
中
で
相
対
的
に
保
育
士
職
員
が
多
い
と
い
う

保
育
行
政
3
つ
の
怠
慢
が
見
ら
れ
た
。
現
市
政
に

な
っ
て
劇
的
に
変
化
す
る
道
筋
（
向
こ
う
5
年
で
5

1
6
名
の
定
員
増
計
画
）
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
積
極

的
に
評
価
し
、
新
年
度
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

増
大
す
る
民
生
費
で

児
童
福
祉
費
を
優
先
的
に
配
分

無
会
派

太
田
久
美
子

財
政
規
律
や
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
く
の

か
を
中
心
に
審
査
し
た
結
果
、
公
債
費
は
縮
減
が
図

ら
れ
、
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
残
高
は
年
度
末
の
目

標
が
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
。
待
機
児
対
策
で
は
3

9
2
名
の
定
員
増
が
図
ら
れ
る
。
高
齢
者
対
策
で
は

市
内
3
つ
目
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
る
。

ま
た
、
24
時
間
対
応
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
が
開
始
さ
れ
、
い
た
わ
り
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
安
心
安
全
啓
発
機
関
紙
や

防
犯
カ
メ
ラ
・
河
川
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
市
民
が

安
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
が
進
ん

で
い
る
。
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
16
号
線
電
中
研
前

の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ

る
が
後
年
度
の
財
政
負
担
を
踏
ま
え
た
予
算
で
あ
り
、

狛
江
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
な

施
策
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

過
去
に
ど
ん
な
原
因
が
あ
っ
た
か
を
知
り
た
け
れ

ば
、
現
在
と
い
う
結
果
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
未
来
の

結
果
を
知
り
た
け
れ
ば
、
現
在
と
い
う
原
因
を
見
れ

ば
よ
い
、
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
高
橋
市
長
就
任

か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
狛
江
市
の
大

き
く
改
善
に
向
か
う
財
政
状
況
が
あ
り
、
行
財
政
改

革
も
大
き
く
前
進
し
て
い
る
と
い
う
「
現
在
の
狛
江

市
」
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
高

橋
市
政
の
規
律
の
あ
る
財
政
運
営
と
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
未

来
の
「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
狛
江
」
の
姿
も

お
の
ず
と
見
え
て
く
る
。
平
成
28
年
度
予
算
は
、
狛

江
市
の
将
来
の
課
題
を
も
見
据
え
た
予
算
配
分
に
な
っ

て
お
り
、
私
ど
も
が
予
算
要
望
し
た
も
の
も
随
所
に

ち
り
ば
め
ら
れ
「
日
本
一
安
心
で
安
全
な
ま
ち
・
狛

江
」
を
目
指
し
て
、
狛
江
市
議
会
公
明
党
も
全
力
で

取
り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
予
算
案
を
賛
成
と
す
る
。

明
る
い
狛
江
市
の

未
来
予
想
図
が
描
け
る
予
算

一
定
の
財
政
規
律
の
も
と
で
公
債
費
減
少
を
評
価
。

人
口
増
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
公
民
館
図
書
館
・

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
居
場
所
や
情
報
発

信
と
並
行
し
て
こ
そ
。
和
泉
多
摩
川
緑
地
の
都
立
公

園
誘
致
に
特
化
し
過
ぎ
。
地
域
ご
と
の
防
災
・
減
災

課
題
を
出
さ
な
い
と
だ
め
。
保
育
園
は
定
員
増
で
も

育
ち
を
保
障
す
る
質
担
保
を
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

で
多
額
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
応
予
算
、
安
全
担
保

当
然
だ
が
税
金
の
無
駄
。
番
号
づ
け
と
番
号
カ
ー
ド

ダ
ブ
ル
で
市
民
を
混
乱
さ
せ
る
制
度
は
廃
止
を
。
大

人
は
よ
い
が
子
供
は
長
い
人
生
の
情
報
紐
づ
け
蓄
積

と
な
る
。
番
号
カ
ー
ド
で
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
利
用

拡
大
で
政
府
は
評
価
す
る
だ
ろ
う
が
必
要
と
す
る
市

民
少
数
、
費
用
多
額
。
添
付
書
類
が
要
ら
な
く
な
る

の
が
番
号
制
度
の
は
ず
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
と
も
。

徴
税
率
多
摩
ト
ッ
プ
が
国
か
ら
評
価
。
差
し
押
さ
え

は
滞
納
整
理
、
生
活
相
談
女
性
相
談
も
含
め
て
や
れ
。

国
の
言
い
な
り
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

自
治
体
の
姿
に
反
対

前
市
長
の
と
き
と
の
比
較
で
歳
入
で
3
億
円
以
上

の
プ
ラ
ス
、
歳
出
で
借
金
返
済
が
6
億
円
以
上
減
っ

た
こ
と
に
よ
り
約
10
億
円
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
社

会
保
障
費
が
約
8
億
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
約

2
億
円
が
自
由
に
使
え
る
財
源
と
な
っ
た
。
こ
の
財

源
は
新
規
事
業
に
も
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
起
債
の

抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
主
な
取
り
組
み
で
あ
る

が
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
平
成

27
年
中
の
犯
罪
発
生
件
数
が

27

23
区
、

27

23

26
市
の
中
で
最

も
少
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。
今
後
は
町

会
・
自
治
会
へ
の
支
援
に
よ
り
「
顔
と
顔
の
見
え
る

関
係
」
を
強
化
し
て
い
く
。「
子
育
て
環
境
の
充
実
」

で
は
5
年
間
の
計
画
を
立
て
待
機
児
解
消
を
目
指
す
。

28
年
度
は
保
育
園
の
定
員
数
を
1
5
0
名
増
、

28

29
年

度
は
28
年
度
以
上
の
定
員
数
の
増
を
目
指
し
計
画
の

前
倒
し
も
視
野
に
入
れ
た
大
変
意
欲
的
な
も
の
で
大

い
に
評
価
し
た
い
。

賛成

賛成

賛成

無
会
派

辻
村
と
も
こ

一
般
会
計
予
算
は
、
2
6
5
億
8
千
8
百
万
円
、

歳
入
は
市
税
約
1
1
8
億
円
。
個
人
市
民
税
が
人
口

の
増
加
等
で
約
62
億
円

62

52
・
7
％
に
対
し
法
人
市
民

税
は
4
千
万
円
減
少
と
個
人
市
民
税
に
偏
重
。
都
と

の
人
財
育
成
交
流
を
実
施
し
職
員
資
質
向
上
に
よ
り

徴
収
率
が
26
市
中
1
位
、
市
税
約
1
億
円
増
加
は
職

員
の
努
力
と
高
評
価
。
国
都
補
助
金
の
6
億
円
増
加

は
市
長
の
行
政
力
の
高
さ
を
表
す
。
市
債
の
建
設
事

業
債
前
年
比
25
・
7
％
減
、
臨
時
財
政
対
策
債
8
億

円
と
抑
制
。
歳
出
の
民
生
費
は
、
保
育
園
の
新
設
に

よ
る
定
員
の
拡
大
や
高
齢
化
に
よ
る
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
1
3
4
億
円
と
全
体
の

50
％
を
超
え
類
似
団
体
平
均
と
同
様
だ
が
未
病
対
策

等
で
医
療
費
抑
制
は
課
題
。
公
債
費
を
平
成
8
年
度

以
降
20
年
ぶ
り

20

20
億
円
を
下
回
る
程
縮
減
さ
せ
た
事

は
、
子
供
た
ち
へ
借
金
を
残
さ
な
い
姿
勢
を
崩
さ
ず

高
く
評
価
で
き
る
。
高
い
行
政
力
に
期
待
し
賛
成
。

賛成

財
政
の
真
実
を
説
明
し

納
得
を
得
る
過
程
こ
そ
重
要

無
会
派

山
田
た
く
じ

平
成
28
年
度
予
算
は
、
ふ
え
続
け
る
高
齢
者
関
連

予
算
や
保
育
園
関
連
予
算
等
に
財
源
を
振
り
向
け
つ

つ
、
一
方
で
借
金
を
抑
え
、
将
来
世
代
へ
の
責
任
を

果
た
す
と
い
う
意
味
で
こ
れ
し
か
な
い
内
容
。
単
年

度
収
支
は
確
実
に
改
善
さ
れ
て
来
て
い
る
。
中
期
財

政
計
画
に
沿
う
形
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、「
公
債
費
負
担
比
率
」
等
は
依
然
高
く
、

公
債
費
負
担
は
大
き
い
。
他
方
、
国
の
財
政
も
ま
た

厳
し
く
、
自
治
体
間
で
効
果
的
な
税
金
の
使
い
方
を

競
わ
せ
た
り
、
地
方
交
付
税
の
配
分
に
も
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
改
革
を
導
入
す
る
と
し
て
い
る
。
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
め
、
交
付
税
に
依
存
し
続
け
る
姿
勢
は

危
険
だ
。
内
部
評
価
の
徹
底
、
外
部
評
価
の
確
立
、

そ
し
て
中
期
財
政
計
画
に
の
っ
と
っ
た
財
政
規
律
の

確
保
の
３
本
の
柱
を
着
実
に
実
施
・
継
続
し
、
国
の

「
想
定
外
」
の
出
方
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
な
財
政

基
盤
の
確
立
を
求
め
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

賛成

無
会
派

市
原
広
子

反対

狛
江
市
議
会
公
明
党

佐
々
木
貴
史

賛成

自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ

石
井

功

賛成
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